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外光源としてH 20 ， D20 , HCN , DCN パルスレーザーを使用し，そのうちの比較的強い発振波長337 ，








φ= ( (14士 1) + 0.5=1 0.2) T2) Kであった。又， 119μm及び、84μmの波長に対するマグネトプ
ラズマ吸収線の線幅は非常に広く，吸収線は振動している。この振動はランダウ準位とフェルミ準位
の交差する磁場に関連しており，この振動から電子・正孔液滴中の電子・正孔対の濃度(n d )がnd = 
2.2X1017 cm- 3 と求まった。電子・正孔液滴中の電子又は正孔の緩和時間の逆数 ( 1 /τ) は 337μmの


























5. 誘電関数の振舞いを定性的に説明する Cardona 近似は，その仮定が妥当であることを解析的に証
明した。
?平があげられ，研究方法の斬新さと，今後の研究者を益する示唆に富んだ結論は大いに評価されてよ
い口したがって本研究は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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